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特別教養講義2 特別教養講義1 特別教養講義2 特別教養講義1 特別教養講義2 特別教養講義1
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系

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学

メディアとコミュニケーション
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系

特別教養講義2 特別教養講義1

法学講読１ 法学講読２

心理学講読１ 心理学講読１ 心理学講読２ 心理学講読１

知的財産基礎 知的財産基礎

メディアとコミュニケーション メディアとコミュニケーション メディアとコミュニケーション メディアとコミュニケーション メディアとコミュニケーション

心理学講読２

法学講読１ 法学講読２ 法学講読１ 法学講読２ 法学講読１ 法学講読２

心理学講読２ 心理学講読１ 心理学講読２

政治学講読１ 政治学講読２

経済学講読１ 経済学講読２ 経済学講読１ 経済学講読２ 経済学講読１ 経済学講読２ 経済学講読１ 経済学講読２

政治学講読１ 政治学講読２ 政治学講読１ 政治学講読２ 政治学講読１ 政治学講読２

哲学講読２

宗教学１ 宗教学２

芸術１ 芸術２

日本国憲法 日本国憲法

日本事情１ 日本事情２ 日本事情１

倫理学講読２ 倫理学講読１ 倫理学講読２

哲学講読１ 哲学講読２ 哲学講読１ 哲学講読２ 哲学講読１ 哲学講読２ 哲学講読１

日本語B2 日本語B１ 日本語B2

日本語A２ 日本語A１ 日本語A２ 日本語A１ 日本語A２

日本語B１ 日本語B2 日本語B１ 日本語B2 日本語B１

倫理学講読１ 倫理学講読２ 倫理学講読１

生命科学入門

法学2

生命科学入門

日本語A１

シーズンスポーツ（実技）

科学技術と社会

健康スポーツＡ（実技） 健康スポーツＡ（実技） 健康スポーツＡ（実技）

健康スポーツＢ（実技） 健康スポーツＤ（実技）健康スポーツＤ（実技）

生命科学入門

健康スポーツＤ（実技）健康スポーツＤ（実技）

健康スポーツＣ（実技） 健康スポーツＣ（実技） 健康スポーツＣ（実技） 健康スポーツＣ（実技）

日本事情２ 日本事情２

生命科学入門

健康スポーツＢ（実技） 健康スポーツＢ（実技） 健康スポーツＢ（実技）

倫理学1 倫理学2 哲学1 哲学2

社会学2

法学1

メディアとコミュニケーション

論理学２ 文学１ 文学２

日本語A２ 日本語A１

健康スポーツＡ（実技）

生命科学入門生命科学入門 生命科学入門 生命科学入門

Global Issues A Global Issues B

ドイツ語（初級）a

ドイツ語（中級） ドイツ語（実践）

フランス語（基礎）b フランス語（初級）b

フランス語（実践）

Listening and Speaking Skills 1 Listening and Speaking Skills 2

English for Academic Purposes A English for Academic Purposes B

TOEIC/TOEFL Skills A TOEIC/TOEFL Skills B

Integrated Skills in English 1 Integrated Skills in English 2A Integrated Skills in English 2B

Reading and Writing Skills 1 Reading and Writing Skills 2
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自然科学・人類科学・社会科学の各分野を広く
俯瞰した上で、人命を最大限に尊重することの
できるヒューマニティをはぐくむことを目的とした
教育を展開するとともに、グローバルに活躍しう
る人材となるための語学力・コミュニケーション
能力を身につける。

外
国
語
を
学
ぶ
科
目
群

英
語
系

Freshman English1

初
習
外
国
語
系

ドイツ語（基礎）a

論理学１

日本事情１

社会学1

人
文
学
系
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中国語（基礎）a
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科
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群

科学技術と社会 科学技術と文化

科学史1 科学史2

科学技術と社会 科学技術と文化 科学技術と社会 科学技術と文化 科学技術と文化
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健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学

留
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生

教
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系

心理学1 心理学2

社
会
科
学
系

経済学1 経済学2

人
間
と
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会
を
学
ぶ
科
目
群

歴史学１ 歴史学２

日本事情１ 日本事情２

知的財産基礎 知的財産基礎 知的財産基礎 知的財産基礎

政治学２

メディアとコミュニケーション

科目関連図／薬学基礎（化学）参照

中国語（初級）b

ドイツ語（基礎）b ドイツ語（初級）b

フランス語（基礎）a フランス語（初級）a

フランス語（中級）

政治学１

知的財産基礎 知的財産基礎

科目関連図／衛生薬学参照

科目関連図／医療薬学参照

中国語（初級）a

中国語（中級） 中国語（実践）

中国語（基礎）b

科目関連図／薬学基礎（物理）参照

科目関連図／薬学と社会参照

科目関連図／基本事項参照

倫理学講読２

Ｅ４　薬の生体内運命
薬物の生体内運命を理解し、個々の患者の投与設計ができるよう
になるために、薬物の体内動態およびその解析に関する基本的知
識を修得し、それらを応用する基本的技能を身につける。

科目関連図／薬学基礎（生物）参照

Ｘ　情報系

製剤化の意義と製剤の性質を理解するために、薬物と製剤材料
の物性、製剤設計、および薬物送達システムに関する基本的事項
を修得する。

Ｇ　薬学研究

科目関連図／情報系科目参照

Ｄ　衛生薬学

Ｄ１　健康
人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献できるようになるため
に、現代社会における疾病とその予防、栄養と健康に関する基本
的知識、技能、態度を修得する。

Ｄ２　環境

人々の健康にとってより良い環境の維持と公衆衛生の向上に貢献
できるようになるために、化学物質などのヒトへの影響、適正な使
用、および地球生態系や生活環境と健康との関わりにおける基本
的知識、技能、態度を修得する。

薬学・医療の進歩と改善に資するために、研究を遂行する意欲と
問題発見・解決能力を身につける。

Ｅ　医療薬学

Ｅ１　薬の作用と体の変化
疾病と薬物の作用に関する知識を修得し、医薬品の作用する過程
を理解する。

Ｅ２　薬理・病態・薬物治療

Ｃ６　生命現象の基礎
生命現象を細胞レベル、分子レベルで理解できるようになるため
に、生命体の最小単位である細胞の成り立ちや生命現象を担う分
子に関する基本的事項を修得する。

Ｃ７　人体の成り立ちと生体
機能の調節

人体の成り立ちを個体、器官、細胞の各レベルで理解できるように
なるために、人体の構造、機能、調節に関する基本的事項を修得
する。

Ｅ５　製剤化のサイエンス

Ｃ８　生体防御と微生物
生体の恒常性が崩れたときに生ずる変化を理解できるようになる
ために、免疫反応による生体防御機構とその破綻、および代表的
な病原微生物に関する基本的事項を修得する。

患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医薬品情
報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な薬物治療に参画
できるようになるために、疾病に伴う症状などの患者情報を解析
し、最適な治療を実施するための薬理、病態・薬物治療に関する
基本的事項を修得する。

Ｅ３　薬物治療に役立つ情報

薬物治療に必要な情報を医療チームおよび患者に提供したり、処
方設計を提案したり、臨床上の問題解決ができるようになるため
に、医薬品情報ならびに患者情報の収集・評価・加工、臨床研究
デザイン・解析などに関する基本的知識を修得し、それらを活用す
るための基本的事項を身につける。

Ｃ３　化学物質の性質と反応
化学物質を理解できるようになるために、代表的な有機化学物の
構造、性質、反応、分離法、構造決定法、および無機化学物の構
造と性質に関する基本的事項を修得する。

Ｃ４　生体分子・医薬品の化
学による理解

医薬品の生体内での作用を化学的に理解できるようになるため
に、医薬品標的および医薬品の構造と性質、生体反応の化学に
関する基本的事項を修得する。

Ｃ５　自然が生み出す薬物

自然界に存在する物質を医薬品として利用できるようになるため
に、代表的な生薬の基原、特色、臨床応用および天然生物活性物
質の単離、構造、物性、作用などに関する基本的事項を修得す
る。

薬
学
専
門
科
目

Ａ　基本事項
薬学性が薬剤師として身に付けるべき生命・医療の倫理、チーム
医療とコミュニケーション、患者中心の医療、医療安全、薬学の歴
史および生涯学習などを学ぶ。

Ｂ　薬学と社会
人、社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制、およ
び薬剤師と医薬品等に係る法規制、地域における保健、医療、福
祉などを学ぶ。

Ｃ　薬学基礎

Ｃ１　物質の物理的性質
物質の物理的性質を理解するために、原子・分子の構造、熱力
学、反応速度論などに関する基本的事項を身につける。

Ｃ２　化学物質の分析
化学物質（医薬品を含む）を適切にぶんせきできるようになるため
に、物質の定性、定量に関する基本的事項を修得する。

学士課程2年次

後期 前期 後期 前期 後期前期

分野 大分類 コース 一般目標

学士課程1年次

Global Issues B Global Issues A Global Issues B

学士課程3年次 学士課程4年次

前期 後期

English for Academic Purposes A English for Academic Purposes B

公開日　2020年4月1日

卒業研究

English for Academic Purposes A English for Academic Purposes B

TOEIC/TOEFL Skills A TOEIC/TOEFL Skills B TOEIC/TOEFL Skills A TOEIC/TOEFL Skills B

倫理学講読１

Global Issues A

生命創薬科学科 科目系統図
（2020年4月1日現在）



１年
前期 後期

２年
前期 後期

３年
前期 後期

４年
前期 後期

薬学
入門
〔必〕

医薬品の
開発
〔選〕

実践
社会薬学
〔選〕

医薬品
情報学
〔選〕

科目関連図／基本事項、薬学と社会

キャリア
学習A
〔必〕

キャリア
学習C
〔選〕

生命創薬科学科（YM）

公開日 2020年4月1日

早期薬科学
研究
〔選〕

キャリア
学習B
〔必〕

薬学英語

〔選〕



１年
前期 後期

２年
前期 後期

３年
前期 後期

４年
前期 後期

分析化学２
〔必〕

分析化学３
〔選〕

科目関連図/薬学基礎（物理系）

分析化学
実習〔必〕

分析化学１
〔必〕

放射科学
〔選〕

：物理系科目

：物理系実習

：他分野

放射性医薬
品学実習〔選必〕

薬品物理
化学３〔選〕

薬品物理
化学２〔必〕

物理学１
〔選〕

数学１
〔選〕

薬効物理
化学〔選〕

物理学２
〔選〕

数学２
〔選〕

薬学基礎に
関係する一般科目

ケモイン
フォマ
ティクス
〔選〕

界面化学
〔選〕

薬品物理
化学

実習〔必〕

薬品物理
化学１〔必〕

スペクトル
解析〔選〕

基礎薬学
実習〔必〕

生命創薬科学科（YM）

公開日 2020年4月1日

分子化学
〔選〕



1年
前期 後期

2年
前期 後期

3年
前期 後期

4年
前期 後期

有機化学２
及び演習〔必〕

有機化学３
及び演習〔必〕

：化学系薬学関連科目

：化学系薬学関連実習

：他分野

科目関連図／薬学基礎（化学）

有機合成化学
〔選〕

分析化学２
〔必〕

有機化学実習
〔必〕

医薬品合成
化学実習
〔選必〕

スペクトル解析
〔選〕

有機化学１
及び演習〔必〕

基礎化学
〔必〕

薬理学関連科目

衛生薬学関連科目

創薬インフォマ
ティクス〔選〕

医薬化学
〔選〕

生物有機化
学

〔選〕

医薬資源学実習
〔選必〕

薬用植物学
〔選〕

天然物化学
〔選〕

天然物薬品学
〔選〕

分析化学1
〔必〕

生薬学
〔選〕

創薬化学
〔選〕

基礎薬学実習
〔必〕

分析化学３
〔選〕

生命創薬科学科（YM）

公開日 2020年4月1日



１年
前期 後期

２年
前期 後期

３年
前期 後期

４年
前期 後期

科目関連図／薬学基礎（生物）

生命科学〔必〕

機能形態学1
〔必〕

生化学〔必〕

分子生物学〔必〕 分子細胞生物学
〔選〕

免疫学〔選〕
ゲノム創薬科学〔選〕

微生物学1〔必〕
微生物学2

〔選〕

疾病と病態２〔選〕疾病と病態総論〔必〕
疾病と病態１

〔選〕

：生物系関連科目

：生物系関連演習・実習

：他分野

化学療法学〔選〕

バイオインフォマ
ティックス〔選〕

基礎薬学実習〔必〕

統計学・推計学
〔必〕

薬理学総論〔必〕 薬理学１〔必〕

分子腫瘍科学
〔選〕

薬理学２〔選〕

創薬インフォマティ
クス〔選〕

放射性医薬品学実習
〔選必〕

生物統計学〔選〕

放射科学〔選〕

生物化学実習〔必〕

薬理学実習〔必〕

薬学基礎
（生物）〔選〕

生命創薬科学科（YM）

公開日 2020年4月1日

薬学基礎（数学）
〔選〕

機能形態学2
〔必〕



１年
前期 後期

２年
前期 後期

３年
前期 後期

４年
前期 後期

科目関連図／衛生薬学

：衛生薬学領域科目

：衛生薬学領域実習

：他分野

栄養と健康
〔選〕

生活環境と健
康〔選〕

化学物質の
生体影響
〔選〕

集団の健康
と疾病予防

〔選〕

生化学
〔必〕

放射科学
〔選〕

裁判化学
〔選〕

微生物学２
〔選〕

微生物学１
〔必〕

生命創薬科学科（YM）

公開日 2020年4月1日

基礎創薬
レギュラトリー
サイエンス

〔選〕

創薬レギュ
ラトリーサイ

エンス
〔選〕



１年
前期 後期

２年
前期 後期

３年
前期 後期

４年
前期 後期

科目関連図／医療薬学

漢方概論〔選〕

疾病と病態総論
〔必〕

薬理学総論〔必〕

微生物学1〔必〕

分子細胞生物学〔選〕

分子腫瘍科学〔選〕

疾病と病態1〔選〕

薬理学1〔必〕 薬理学2〔選〕

微生物学2〔選〕 化学療法学〔選〕

疾病と病態2〔選〕

生物統計学〔選〕 臨床統計とデザイン
〔 選〕

統計学・推計学〔必〕情報基礎〔選〕 情報リテラシー〔必〕

製剤学〔選〕

薬物動態学〔選〕

薬剤学実習〔必〕

薬理学実習〔必〕

放射科学〔選〕

医薬品情報学〔選〕

薬剤学〔必〕

：薬理・病態・薬物治療・個別化医療
：製剤と薬の生体内運命
：感染症・がんの基礎と治療
：医薬品情報と統計
：実習・演習科目

生命創薬科学科（YM）

公開日 2020年4月1日

薬学基礎（数学）〔選〕



１年
前期 後期

２年
前期 後期

３年
前期 後期

４年
前期 後期

科目関連図／情報系

生物統計学
〔選〕

統計学・推計学
〔必〕

情報基礎
〔選必〕

ケモインフォマ
ティクス〔選〕

医薬品情報学
〔選〕

情報リテラシー
〔必〕

バイオインフォ
マティクス〔選〕

創薬インフォマ
ティクス〔選〕

生命創薬科学科（YM）

公開日 2020年4月1日

薬学基礎（数学）
〔選〕
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